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NYHA 3度以上の拡張型心筋症 (DCM)7例に p-

biockeTによる治療を試みた.全例が利尿剤,ジギタリ

ス剤,ACE阻害剤などの血管拡張薬を内服中であった.

Metoprolo12mg/日から開始 しチ漸増 した.idiopathie

DCM 5例では全例に噂Å可能で 1年以上経過を観察 し

えた.鹿hem皇cDCM の 1例では内服開始より自覚症

状の増悪がみられ中止,蜜た心室中隔欠損症術後の 1例

では3ケ月後に心不全急性増悪となり中止 した. 1年後

の維持量は15から 30mg/日であった.死亡例はなく,

NYiiA は書4度から1度が i例 , 3度から1度が 1例,

3度から2度が2例,3度の濠まで不変が1例であった.

NYKA に改善のみられた例では安静時心拍数の減少,

心エコ-での左室駆出率の増大, ホルタ州での Lown

分類の改善がみられた.提示する著効例のような症例で

は 針blocker療法を積極的に試みるべきと考える.
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1)静脈浸潤 を認める腎細胞癌症例の

検討
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当院開院以来 1992年までに経験 した256例の腎細胞

癌症例を対象とLて,静脈浸潤陽性例の検討を行った.PVO

l二類例,p＼-rla38例､p＼･rlb19例.p＼Jl)こ･115例.p＼p･rl)bl例,

pV2C4例であった.PVO,pVla,pVま玩 pV2の3年

生存率は84.6%,59.5%,76,3%,28,3%で, 5年

生存率は68.3%,5凱5%,59.3%,28.3%であった.

pVO および pV2と他の群の間には有意差を認めたが亨

pVlaと pVlbの間には有意差を認めなかった,感療

政経が鹿轟の被膜を越えて浸潤すると予後は窓 宅なり,

下大静脈まで浸潤するといっそう予後が悪くなる結果で

あった.静脈浸潤が進むほど腰痛最大径は大きく pVO

･163

では5.9±3.1.pVILlは7.1±3.0.pVlhは7.8±1).一1.

I)＼･･rl)は 1().i-L卜±3.5cm であ-た.遠隔転移も80(-,21

00.320(ト 5000に認めた, Lか し障塙血栓が下大静脈ま

で浸潤 した pV2症例でも, リンパ節や遠隔転移を認め

ない症例では農期生存も得られ,右心房まで鷹揚血栓を

認めた 1例では,開心術の餅周により2,5年再発なく経

過 している.

2)自排尿型代周勝敗を造語 した患者の臨床的

検討
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【目的】取治的潜航全摘除術後の尿路変更として自排

尿型尿路変更術を行った8例について検討 した.E対象 ･

方法】1992年4月から1993年 9月までに駁治的勝既全

掃除術後の尿路変更として白排尿型尿路変更術を行った

潜航癌患者 8例 (男6例,女2例,年齢45才-74才,翠

均63才)を対象とした.手術方法は i王eocolicneobladder

を2例 (男 1例 , 女 1例)に行い, ilealneobla舶er

を6例 (男5例,女 1例)に行った.尿管逆流防止機構

には pouch よりロ側の ileum を約 25cm 使潤 し,

嬬動を紺 1jした方法で行一･)た.【結果】手術時間は蹄枇

堂摘除術も含めて5時間52分から10時間 5分で平均 7時

間旦9分であった.手術後観察期間の短い症例 もあるが,

昼間の尿の禁制は4例で保たれ 夜間の尿の禁制は5例

で保たれた, 1例で腹圧排尿ができず本人の希望 もあり

間駿自己導尿を行っている.尿流盈翻意検査を行った症

例では排尿農は 229mlから 壕28mlで平均 318m王で

あった.最大排尿率は /1.1mlsか1､-12.2mlsで平

均 9nllsでか-､た.平均排尿率は 1.7mlsかIll::1.11nトS

で平均 3,2m里/Sであった.排尿時間は 162秒から371

秒で基-･lた.残尿鼠は 5n･11か:/-55mlで恥 ,た.POu｡h

から尿管-の逆流をこ関 してはまだ観察期間が短 く逆流の

見られるものもある.E結語】自排尿塾代周勝既遊説術

は他の尿路変更術をこ比較 して術後の患者の生活の質を良

好に保つことができると考えられた.

3lJL､陸内に転移 した悪性陸将L713例
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心以外の臓器の悪性腰痛が心に転移する場合,多 くは


